














































































































































































性           格：糸の切れた凧�
好きな言葉：たまにはいい肉を食べないと，本当のすき焼きのおいしさは分からない。�
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四高関係資料調査（於：石川県立歴史博物館・石川近代文学館）
中島坦氏（理学部化学科31年3月卒）各種資料提供のため，来学
（３月２７日にも再度来学）
編集会議（第12回）開催
青野茂行前学長との懇談会 -自然科学研究科設置について-
教育学部所蔵の石川師範学校関係資料調査
金沢高等師範学校について元本学文学部教授金崎肇氏と面談
四高（昭和24年卒）同窓会開催（於：近代文学館）
編集会議（第13回）開催
金沢大学関係年表のデータ入力開始
畠中茂男氏（法文学部法学科28年3月卒）から資料提供の申し出　
　野義夫氏（名誉教授・元本学理学部教授）から金沢高等師範学校関係資料の提供
初道茂樹氏（教育学部体育科33年3月卒）から全国大学体育大会関係資料の提供
名古屋大学史資料室において，「イールズ関係文書」資料を収集（江森委員）
金沢高等師範学校・金沢大学の沿革資料について梅鉢幸重氏（名誉教授・元本学理学部
教授）と懇談
金沢大学50年史における研究教育に関する研究会を開催
宮川隆泰氏及び深井寛氏から四高関係資料の提供
部局
史こ
んな
話
が
ん
研
究
所
編
　がん研究所は昭和42年5 月結核研究所と医学部附属癌研究施設の統合によって創
設された。文部省唯一のがん研究所として，平成9年度には，3大部門1 4研究分野
への改組と分子薬剤開発センターの新設が認められ，わが国でも有数の規模のバイ
オメディカル分野の大学付置研究所になった。がん研究所創立とともに始まった研
究所内部の対立，紛争の激化によって4年9ヶ月も教授会が開催されず，評議会を始
めとして大学の各種委員会への参加も不可能であった苦しい時代を知る者にとって
は感慨深いものがある。
　がん研究所の創立は，わが国の，いや世界規模での疾病構造の変化を見透かした岡
本肇初代がん研究所長の先見性と声望によって可能となったといってよい。すでに医
学部附属癌研究施設の創立に際して，同様施設を望む名古屋大学との間に競争があっ
たが，岡本教授の学士院賞受賞の対象となった溶連菌毒素の核酸効果の研究から発
展した，当時としては画期的な抗がん剤の開発の業績がきめ手となって金沢大学医学
部への附設が認められたと聞く。何れにせよ，結核研究所からがん研究所への転換は，
全国の同様の研究所の改組転換（例えば東北大学抗酸菌病研究所の加齢医学研究所へ
の転換は平成7年度）より，はるかに先を行くものであった。
　岡本先生の先見性は，がん研究所の方向性と研究組織の組織方針にまで及んだ。が
んを生命現象の根本的問題と密接に関連する疾患ととらえ，分子生物学，分子免疫学，
ウィルス学など当時の最先端の学問分野の研究者を，出身大学，出身学部の別なく招
いたのであった（日本癌学会の主流が病理学者で占められていた時代であった）。
　岡本先生が，がん研創立1年にも経たない昭和31年3月末に定年退官されたが，先
生の時代をはるかに先んじた先見性が裏目に出て，研究部門間の，研究者間の対立が
はげしくなっていった。あたかも全国的な大学紛争が金沢大学に及んできた時期で
あった。研究者間の対立は相互の人間的不信感にまで至り，修復には長い年月にわた
る努力が必要となった。
　紛争終結後29年を経て，現在のがん研究所は紛争の教訓を学んだ上で研究所の運営
がなされている。研究所改組を機会に，基礎研究と臨床研究の協力によってがん研究
を推進するという研究所の伝統をさらに発展させて，がんという人類の難敵の征圧の
ために一層努力を続けて行きたいと願っている。
高橋　守信　
（がん研究所教授）
50年史編纂委員会委員
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